








順 注意点

③採寸・割付
,..一・・ー..一••一••ー・

工 程 1 手

B．モザイコ2枚を同じ目方向で貼る場合の採寸・割付・加工（切断）の流れ

・納まりを考慮し全体の割付を行ってください。

・モザイコの外周に3mmのクリアランスを取ってください。
・下地の目地とモザイコパネル間のクリアランスが重ならないように
してください。

・モザイコ同士が隣接する長辺は、格子柄に沿った目地カットで割り
付けてください。

・目線高さ付近（床から約1.5m)の横方向の格子柄目蝸ライン同士を
一直線にすることで、2枚のモザイコの格子柄が目線高さ付近で揃
うように割り付けてください。
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⇒ 格子の高さを
合わせる
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ー←横方向の格子柄
目地ライン

・出窓、もし くはカウンタ ー

などの切り欠き部分は、襲
品を分割するセバレ ー ト
施工を行ってください。

・切り欠き部分が、連続する
ような割付けはしないで
下さい。

・突き付け施工はしないで
ください。

④加 エ（穴あけ） ・切り欠き、くり抜きがある場合は、コ ーナ一部へ12(1)以上の穴を開けてください。

・合飯を下敷きにしてバネルと固定し、電動ドリル、ホールソーを使用し、化班面側から穴を開けてください。

・モザイコにピス打ちし
ないでください。

・切断は電動鋸又はケガキカッターを使用してください。 鋸刃はキッチンバネル用（不燃メラミン化粧板用）又はダ
イヤモンドソーを使用してください。 （※木工用のチップソーを使用するとカット面にバリが出る恐れがありま
す）

・電動鋸使用時は鋸刃の回転方向が 化粧面から裏面側へ抜けるように、ケガキカッタ ー使用時は化粧面にケガキ
傷をつけてカットしてください。

・モザイコの長辺両端にある2つの格子について、製品長辺から格子内側の辺までの距離をそれぞれ測定してくだ
さい。

・差が1mm以上の場合、長辺の片側（モザイコ が隣接する側）を、縁から1列目の格子柄に沿って印をつけて目雄
カット してください。 差が0mmかつ格子柄に沿っている場合、目地カットは必要ありません。

•もう片側の長辺は、必要な幅寸法に印をつけてカットしてください。
・隣り 合わせで貼るモザイコを並ぺ、床から約1.Smの目線に来る高さで横方向の格子柄目蜻ラインを揃えてくだ
さい。

下側の矮辺は、長辺方向を基準に直角になるようにさしがね等を使用して格子柄に沿って印をつけ、カットしてく

ださい。

・上側の短辺は、必要な長さ寸法に印をつけてカットしてください。

・切断 時に製品の浮き
上が り 、振動が無いよ
うに固定してください。

・チップソーを使用する
場合 は歯数の多い新
品の超鋼歯を使用して
ください。

・エンポスではなく、格
子 柄 に 沿 っ て印 を つ
け、目地カットしてくだ
さい。

・柄 の関係上 、直角に
カットした場合1mm
程度斜めになる場合が
あります。

（仕上げ） ・加工部品は鬼目ヤスリ又はサンドベーバー (#180~320)で面取りを行ない、平滑に仕上げてください。

C．モザイコを3枚以上 貼る場合の採寸・割付・加工（切断）の流れ

®採寸・割付

⇒ 格子の高さを
合わせる

・納まりを考慮し全体の割付を行ってください。

・モザイコの外周に3mmのクリアランスを取ってください。

・下地の目地とモザイコ バネル間のクリアランスが重ならないようにしてください。

·Aは長辺の同サイドとも格子柄に沿った目蜻カット となるようにサイズ調整してください。

·BはAと隣り 合う長辺1辺のみ格子柄に沿った目地カットで割り 付けてください。

・目線高さ付近（床から約1.5m)の横方向の格子柄 目地ライン同士を一直線にすることで、隣接するモザイコの格
子柄が目線高さ付近で揃うように割り付けてください。
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クリアランス3mm B A B 

・出窓、もしくはカウン
タ ーなどの切り欠き部
分は、製品を分割する
セバレ ー ト 施工を行っ
てください。

・切り欠き部分が、連続
するような割付けはし
ないで 下さい。

・突き付け施工はしない

でください。

④加 エ（穴あけ） ・切り欠き、くり抜きがある場合は、コ ーナ一部へ120以上の穴を開けてください。

・合板を下敷きにしてバネルと固定し、電動ドリル、ホールソーを使用し、化麗面側から穴を開けてください。

・モザイコにピス打ちし
ないでください。

④加 エ（切断） ・切断は電動鋸又はケガキカッター を使用してください。鋸刃はキッチンバネル用（不燃メラミン化粧板用）又はダイヤモンド
ソー を使用してください。（※木工用のチップソーを使用するとカット面にバリが出る恐れがあります）

・電動鋸使用時は鋸刃の回転方向が 化粧面から裏面側へ抜けるように 、ケガキカッ タ ー 使用時は化粧面に ケガキ傷をつけて
カットしてください。

<Aのモザイコについて＞
・モザイコの 長辺両端にある2つの格子について、製品長辺から 格子内側の辺までの距離をそれぞれ測定してください。
・差が1mm以上の場合、長辺の片側を、縁から 1列目の格子柄に沿って印をつけて目鱚カットしてください。差が0mmかつ格
子柄に沿っている場合、目地カットは必要ありません。

もう片側の 長辺は、必要な幅寸法が格子柄と揃わない場合、必要寸法に近い格子柄に印をつけて目地カットしてください。
(Aのモザイコは長辺両側を目地カットし 、全体のサイズはBのモザイコで調節してください。Aの両端を目地カットすること

で、貼り合わせた際にタイル柄が繋がるように見えます。）
・下側の餓辺は、長辺方向を基準に直角になるようにさしがね等を使用して格子柄に沿って印をつけ、カットしてください。
・上側の短辺は、必要な長さ寸法に印をつけてカットしてください。
<Bのモザイコについて＞
・モザイコの長辺両端にある2つの格子について、製品長辺から格子内側の辺までの距離をそれぞれ測定してください。
・差が1mm以上の場合、長辺の片側(Aに接する側）を、縁から1列目の格子柄に沿って印をつけて目蠅カットしてください。
差が0mmかつ格子柄に沿ってい る場合、目地カットは必要ありません。

•もう片側の長辺は、必要な幅寸法に印をつけてカットしてください。(Aのモザイコは長辺両側を格子柄でカットしてある為、
全体のサイズはBのモザイコで調節してください。）

・隣り合わせで貼るAを並べ、床から約1.5mの目線に来る高さで横方向の格子柄目迦ラインを揃えてください。
・下側の矮辺は、長辺方向を基準に直角になるようにさしがね等を使用して格子柄に沿って印をつけ、カットしてください。
・上側の短辺は、必要な長さ寸法に印をつけてカットしてください。

・切断時に製品の浮き
上が り、振動が無いよ
うに固定してください。

・チップソーを使用する
場合は歯数の多い新
品の超鋼歯を使用して
ください。

・エンポスではなく、格
子 柄 に 沿 っ て印 を つ
け、目地カットしてくだ
さい。

・柄 の関係上、直角に
カットした場合1mm
程度斜めになる場合
があります。

（仕上げ） •加工部品は鬼目ヤスリ又はサンドベーバー (#180~320)で面取りを行ない、平滑に仕上げてください。
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